
島  原 が  ち ょ っ と 気 に な っ て き た あ な た へ  。
気  軽 に 始 め ら れ る ２ S T E P

お 試 し で 住 ん で み る

ふ る さ と 納 税 で 応 援 ！

期 間 中 は 自 転 車 で 市 内
を 巡 っ て 、 ま ち の 雰 囲
気 を 味 わ い ま し た ！

島 原 城 が 近 く に あ っ

て 新 鮮 ！  他 に は な い
環 境 だ と 思 い ま す 。

市 長  

古 川 隆 三 郎

島  原  市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 課
ロ ケ  ツ ー リ ズ  ム  班

☎ 0 9 5 7- 6 3 - 1 1 1 1
お  待  ち し て ま す ！

ロ ケ ー シ ョ ン ジ ャ パ ン

2 0 2 3  年  8  月 号 に

掲 載 ！

自 然 ・ 食 ・ 人 と

魅 力 満 載 の 島 原 市 に

ぜ ひ 遊 び に 来 て く だ さ い 。

P r e s e nt s

S H I M A B A R A

© 2 0 2 2 映 画 『 今 は ち ょ っ と 、
つ い て な い だ け 』 製 作 委 員 会

2 0 2 2 年 夏 マ ク ド ナ ル ド C M

家 具 ・ 家 電 付 き で

気 軽 に

島 原 暮 ら し 体 験

年 間

4 0 0 0 件 以 上 の

寄 付 が 集 ま る

マ ル セ イ ユ メ ロ ン

「 島 原 風 香 」

“ 一 果 取 り ”

甘 味 が 強 い 大 玉 ス イ カ

「 羅 皇 ザ ・ ス ウ ィ ー ト 」

大 人 気 N o. 1 の

野 菜 セ ッ ト

長 崎 県 知 事 賞 受 賞

の イ チ ゴ

（ ゆ め の か ）

お 試 し
住 宅 情 報 は

コ チ ラ

島 原 ふ る さ と 納 税

情 報 は コ チ ラ

島  原島  原島  原

住 ん で よ し 、 訪 れ て よ し

ち ょ う ど ま ちイ イ

J u s t  r ig h t  S H I M A B A R A

イ イ1

2

ロ ケ ・ 観 光 の 問 い 合 わ せ
ロ ケ ・ 観 光 の 問 い 合 わ せ

熊 本 空 港熊 本 空 港

長 崎 空 港

小 倉

博 多

熊 本

島 原

島 原 城 近 く の 武 家 屋 敷 通 り に は 、 最 大  2  週 間 お 試

し で 住 む こ と が で き る 一 軒 家 が あ る 。 そ の 名 も 「 お

試 し 住 宅 プ ロ ジ ェ ク ト 」 。 実 際 に 住 ん で み な い と わ

か ら な い 生 活 環 境 を 体 験 す る こ と が で き る 。 家 族

で の 利 用 も  O K  で 、 子 育 て 世 代 に は 一 時 預 か り 保

育 の サ ポ ー ト も 。

火 山 の 恵 み を 受 け た 肥 沃 な 土 地 で 育 っ た 野 菜 や 果

物 は と て も お い し い ！ ふ る さ と 納 税 で は 、 旬 の 野

菜 ・ 果 物 ・ 卵 を 詰 め 込 ん だ 「 旬 の お 任 せ セ ッ ト 」 や 、

な め ら か な 口 あ た り と 深 み の あ る 甘 さ の マ ル セ イ

ユ メ ロ ン 「 島 原 風 香 」 が 大 人 気 。 農 家 の 皆 さ ん が

手 間 暇 か け て 作 っ た 地 元 食 材 を 存 分 に 味 わ お う ！

長  崎  市  内  か  ら ▶ 車  で  長  崎 自 動  車  道  の  諫  早 I C を  通 り 国  道 2 5 1 号  線  で  約

1  時 間 3 0  分 。
長  崎  空  港  か  ら ▶ 車 で 長 崎 自 動 車 道 の 諫 早I C を 通 り 国 道 2 5 1 号 線 で 約
1  時 間 3 5  分 。
熊  本  市  内  か  ら ▶ 車 で  熊  本  港 ま で  約 3 0  分 。 熊  本  港  か ら 島  原  港 ま で  九
商  フ ェ リ ー  で  約 6 0  分  、  熊  本  フ ェ リ ー  で  約 3 0  分  。
福  岡  市  内  か  ら ▶ 車 で 長 崎 自 動 車 道 の 諫 早 I C を 通 り 、 国 道 2 5 1 号 線
で 約 2  時 間 5 0  分 。

A C C E S S

島 原長 崎

福 岡

三 池 港

長 洲 港

福 岡 空 港

長 崎 空 港

熊 本 空 港

長 崎 自 動 車 道

九 州 自 動 車 道

多 比 良 港

島 原 港

熊 本

熊 本 港

諫 早

「 日 本 一 海 に 近 い 駅 」 で 知 ら れ る 大
お お み さ き

三 東 駅 を き っ か け に 、 近 年 メ デ ィ

ア に 引 っ 張 り だ こ の 長 崎 県 島 原 市 。 火 山 の 恵 み を 受 け た 豊 か な 自 然

が あ る 一 方 で 、 中 心 部 か ら 車 で  2 0  分 圏 内 に 主 要 施 設 が そ ろ う な ど

利 便 性 も 良 い 「 ち ょ う ど イ イ ま ち 」 だ 。

そ ん な 島 原 の 魅 力 を た っ ぷ り お 届 け ！
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中 を 歩 い て み よ う ！

A
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…  …  か ん ざ ら し の  お  店

…  …  湧  水  ス  ポ  ッ ト

… … 観 光 案 内 所

…  …  レ ン  タ  サ  イ ク ル �
　 　 E - BI K E 受 付 場 所

観  光  ガ  イ ド
大 手 門 番

最  大  長  は  ３ ｍ  超  え ！
大 き な  鏡  石  に ビ ッ ク リ

本 丸 へ の 唯 一 の 出 入 口 で あ る 枡 形 空

間 に は 「 鏡 石 」 と 呼 ば れ る 巨 石 が 8 個

使 わ れ て い る 。 最 大 長 は 3 ｍ ！ 城 主

の 力 の 象 徴 だ 。

A

二 の 丸 か ら 本 丸 へ 向 か う 道 は 途 中 で

何 度 も 折 れ 曲 が っ て い る 。 道 を 曲 げ 、

門 で 空 間 を 仕 切 る こ と で 敵 兵 を 効 果

的 に 倒 す 狙 い が あ っ た 。

ま  さ  に  鉄  壁  の  守  り ！
折 れ 曲 が る 道B

大 手 御 門 跡 周 辺 は 高 さ 3 5 m の 天 守

閣 と 石 垣 を 1 枚 に 収 め ら れ る 映 え ス

ポ ッ ト 。 お 堀 に は 季 節 の 花 が 見 ら れ 、

1 年 を 通 し て 楽 し め る 。

写  真  を  撮  ろ  う ！

島 原 城 一 の 映
ば

え  ス  ポ  ッ トC

姫 松 屋 本 店 の 前 か ら 眺 め る 高 石 垣 は

曲 線 が と て も 美 し い ！  島 原 城 は 新

規 築 城 が 禁 じ ら れ た 時 代 に 造 ら れ た

た め 、 こ の 石 垣 も 貴 重 な も の だ 。

曲  線 が  美 し い ！
貴 重 な 高 石 垣D

島 原 城 の 造 り を よ く 見 る と 、
昔 の 人 の 知 恵 が 随 所 に 隠 れ て い る 。

歴 史 を 感 じ な が ら 、

中 を 探 検 し て み よ う ！

「 島 原 城 」 の 魅 力
2 0 2 4 年 　 築 城 4 0 0 年 ！

お さ ん  ぽ

M A P

島 原

城 下 町 の 風 情 漂 う 島 原 市 。

「 湧 水 ス ポ ッ ト 」 を 探 し つ つ 、

ま ち を 散 策 し よ う  ！

メ デ ィ ア に 引 っ 張 り だ こ の 「 日 本

一 海 に 近 い 駅 」 。 ホ ー ム に は な り き

り 用 の 足 跡 マ ー ク 、 メ ッ セ ー ジ が

書 け る 「 幸 せ の 黄 色 い ハ ン カ チ 」

な ど 、 楽 し め る 仕 掛 け が 満 載 ！

大 三 東 駅

ち ょ っ と 足 を 延 ば し て ①

2 0 2 2 年 夏 マ ク ド ナ ル ド C M

© 2 0 2 2 映 画 『 今 は ち

ょ っ と 、 つ い て な い

だ け 』 製 作 委 員 会

0 9 5 7- 6 2- 4 7 6 6
島  原  市  城  内 １ 丁  目 1 1 8 3 － 1

島 原 城5

1 9 6 4 年 に 復 元 さ れ た 島 原 市

の シ ン ボ ル 。 城 内 に は 5 つ の

展 示 施 設 が あ り 、 天 守 閣 は キ

リ シ タ ン 関 連 の 史 料 が 置 か れ

て い る 。

0 9 5 7- 6 3- 1 1 1 1（  し ま ば ら 観  光  課  ）
島 原 市 下 の 丁

江 戸 時 代 の 情 緒 が 感 じ ら れ る

約 4 0 0 m の  通  り 。 1 7 世  紀  初

頭 の 島 原 城 築 城 時 に 造 ら れ て

以 降 、 武 家 屋 敷 と 水 路 が 当 時

の ま ま 残 さ れ て い る 。

武 家 屋 敷 通 り ・
武 家 屋 敷 水 路4

0 9 5 7- 6 3- 1 1 2 6 　 島 原 市 堀 町 1 7 1- 3

紀 行 『 ロ ー カ ル 単 線 で め ぐ る 旬 旅 』
～ 夏 の 長 崎  島 原 鉄 道 ～

ゆ と ろ ぎ  足  湯6

島 原 温 泉 「 ゆ と ろ ぎ の 湯 」 の そ ば に あ る 無 料 の 足

湯 。 島 原 温 泉 1 0 0 ％ 掛 け 流 し に な っ て い て 2 4 時 間

い つ で も 利 用 で き る 。 散 策 途 中 に 寄 っ て み よ う ♪

大 三 東 駅 、 島 原 城 、 鯉 の 泳 ぐ ま ち 、 山 崎 本 店 酒 造 場 、

平 野 鮮 魚 店 、 舞 岳 の 里 、 竹 田 マ ダ ー ボ ー ル 園 ほ か

出  演 ： 根  本  り つ  子

B S フ ジ ： 不 定 期

0 9 5 7- 6 2- 3 1 1 7
島 原 市 上 の 町 9 1 2 

0 9 5 7- 6 3- 1 1 2 1
島 原 市 新 町 二 丁 目 1 2 5

猪 原 金 物 店
速 魚 川 湧 水1

湧 水 庭 園 
四 明 荘2

九 州 で 2 番 目 に 歴 史 が 長

い 金 物 店 。 2 0 0 3 年 に は

国 の 登 録 有 形 文 化 財 に 登

録 さ れ 、 現 在 で は お 店 を

改 装 し 、 茶 房 と ギ ャ ラ リ

ー 「 速 魚 川 」 を 併 設 。

四 方 の 眺 望 が 優 れ て い る

こ と か ら 「 四 明 荘 」 と つ い

た そ う 。 色 と り ど り の 鯉

が 泳 ぐ 庭 は 1 日 3, 0 0 0 ト

ン の 水 が 湧 き 出 し 、 ま さ

に 絶 景 ！

銀 水 （ か ん ざ ら し ） 、 浜 の 川 湧 水 、
大 三 東 駅 、 B u n k o u F ar m s 島 原 、
玉 乃 舎

バ ラ エ テ ィ ー 『 ひ む バ ス ！ 』

出 演 ： 日 村 勇 紀 （ バ ナ ナ マ ン ） 、 白 石 麻 衣

N H K 総 合 テ レ ビ ： 不 定 期 放 送

登  場  し た  ス  ポ  ッ ト

レ ン タ サ イ ク ル 「 E
イ ー バ イ ク

- BI K E 」 で 島 原 を 巡 ろ う ！
■ 貸 出 時 間 ： 9 ： 0 0  ～  1 6 ： 0 0 　 ■ 利 用 料 金 ： 1, 1 0 0 円

■ 受 付 ・ 返 却 場 所 ： 島 原 城 、 観 光 案 内 所 （ 島 原 港 ・ 清 流 亭 ・

　 島 原 駅 ）

0 9 5 7- 6 2- 3 9 8 6  （ 島 原 市 観 光 案 内 所 ）

島 原 市 中 堀 町

ア ー ケ ー ド に あ る
湧  水  ス  ポ  ッ ト3

島 原 の 中 心 部 に 位 置 す る ア ー ケ

ー ド 商 店 街 。 買 い 物 を 楽 し む の

は も ち ろ ん 、 ア ー ケ ー ド 内 の 至

る 所 に 湧 水 ス ポ ッ ト が あ る の で

探 し  て  み  よ う ！

堀 町 の 泉

ふ る 町 の 泉

源

萬 乃 泉

登  場  し た  ス  ポ  ッ ト

電 動 ア シ ス ト 付

自 転 車 で

G o ！ G o ！



「 名 水 百 選 」 に 選 ば れ る ほ ど 清 ら か な 水 が 流 れ る 島 原 湧 水 群 。 市 内

約  7 0  ヵ 所 に 点 在 し 、 1  日 に 湧 き 出 る 水 の 量 は な ん と  2 2  万 ト ン ！ 

住 民 た ち に と っ て は 野 菜 を 洗 う 、 料 理 に 使 う な ど 欠 か せ な い 存 在 だ 。

湧 水 ス ポ ッ ト を 探 し て ま ち を 散 策 し て み よ う ！

島 原 半 島 は 地 形 が 「 胃 袋 」 に 見 え る こ と か ら 「 九 州 の 胃 袋 」 と も 呼

ば れ 、 そ の 名 の と お り 食 べ 物 が 豊 か 。 「 島 原 半 島 ユ ネ ス コ 世 界 ジ オ

パ ー ク 」 に 認 定 さ れ た 火 山 帯 は 肥 沃 な 大 地 を 醸 成 し 、 そ こ で 育 っ た

野 菜 は 絶 品 ！ 有 明 海 で 水 揚 げ さ れ る 新 鮮 な 魚 介 類 も お ス ス メ だ 。

実 は と っ て も 生 活 し や す い 島 原 市 。 学 校 、 病 院 、 商 店 街 な ど 、 市 内

で あ れ ば 中 心 部 か ら ど こ へ 行 く に も 車 で  2 0  分 圏 内 ！ 豊 富 な 食 材 が

そ ろ っ た 地 元 ス ー パ ー や 、 島 原 産 の 食 材 を 使 っ た ア ッ ト ホ ー ム な 飲

食 店 が 多 数 存 在 す る の も 魅 力 的 。 気 に な る お 店 に 寄 っ て み よ う ！

大 学 の ゼ ミ で 初 め て 島 原 を 訪 れ 、 就 職 を き っ

か け に 移 住 し ま し た 。 最 初 は 自 然 豊 か で 歴 史

を 重 ん じ た 街 だ な と 思 い ま し た ね 。 住 ん で み

る と 、 愛 の あ る お 節 介 を 焼 い て く れ る 人 が 多

く （ 笑 ） 、 顔 が 見 え る 関 係 性 が 自 分 に は 心 地

よ い で す 。 お 気 に 入 り の 場 所 は 猛 島 海 岸 。 休

日 は 海 を 眺 め て リ フ レ ッ シ ュ し て い ま す ！

島 原 半 島 ジ オ パ ー ク 協 議 会 事 務 局 （ が ま だ す

ド ー ム 内 ） で 働 い て い ま す 。 大 学 で は 火 山 な

ど の 地 形 を 研 究 、 長 崎 は 修 学 旅 行 で 訪 れ た 経

験 か ら 、 こ こ で 働 く こ と に 憧 れ て い ま し た 。

島 原 半 島 の 魅 力 は 「 自 給 自 足 」 。 湧 水 、 お い

し い 野 菜 や 海 の 幸 な ど 、 半 島 内 の み で 暮 ら し

が 完 結 で き る の が よ か で す ね 。

1
2

3

天 然 水 が 汲 み 放 題 ！

火 山 の 恵 み で 「 食 」 が 充 実

主 要 施 設 へ は 車 で 2 0  分

ち ょ う ど イ イイ イ

ち ょ う ど
に 移 住 し た 皆 さ ん の 声

イ イ 島 原

田 舎 で も な く 、
都 会 で も な く

島 原 に 住 ん で 1 年

古 賀 結 衣 さ ん 　 出 身 ： 福 岡 県

島 原 に 住 ん で ５ 年

森 本 拓 さ ん 　 出 身 ： 奈 良 県

「 ち ょ う ど イ イ 」 暮 ら し が で き る

4  つ の 理 由 が コ チ ラ 。

あ な た も き っ と 島 原 市 に 行 っ て

み た く な る は ず 。

大 三 東 駅 、 島 原 鉄 道

大 三 東 駅 、 島 原 城  ほ か

銀 水 ・ 浜 の 川 湧 水

浜 の 川 湧 水 、 島 原 漁 協 、 島 原 鉄 道
サ ン ワ 理 髪 館  ほ か

ロ ケ 誘 致 に 力 を 入 れ て い る 島 原 市 で は 「 大 三 東 駅 」 を は じ め 、 ド ラ マ ・ 映 画 ・ 情 報 番 組 の ロ ケ 地 に

な っ た 場 所 が 年 々 増 え て い る 。 メ デ ィ ア に も 取 り 上 げ ら れ た 話 題 の ス ポ ッ ト に 行 っ て み よ う ！4
メ デ ィ ア に 引 っ 張 り だ こ ！ 「 聖 地 」 が た く さ ん

C M マ ク ド ナ ル ド

「 夏 は 吸 い 込 む も の だ 」 篇

映 画
『 今 は ち ょ っ と 、 つ い て な い だ け 』

ド ラ マ

『 か ん ざ ら し に 恋 し て 』

C M オ ロ ナ ミ ン  C

「 出 て こ い 元 気 2 0 2 3  夏 」 篇

島 原島 原 J u s t  ri g h t  

S H I M A B A R A

出 演 ： 蒔 田 彩 珠

監 督 ・ 脚 本 ・ 編 集 ： 柴 山 健 次

原 作 ： 伊 吹 有 喜 「 今 は ち ょ っ と 、 つ い て な い だ け 」

（ 光 文 社 文 庫  刊 ）

出 演 ： 玉 山 鉄 二 、 音 尾 琢 真 、 深 川 麻 衣 、 団 長 安 田

（ 安 田 大 サ ー カ ス ） 、 高 橋 和 也

D V D 好  評  発  売  中 ！

価 格 ： 4 ,1 8 0 円 （ 税 込 ） ／ 販 売 元 ： ギ ャ ガ ／ © 2 0 2 2 映 画 『 今

は ち ょ っ と 、 つ い て な い だ け 』 製 作 委 員 会

出 演 ： 貫 地 谷 し ほ り 、 遠 藤 憲 一 　

写 真 提 供 ： N H K

出 演 ： 島 原 市 民

撮 影 裏 話

出 演 者 の 皆 さ ん に は 、

そ の 場 で 撮 影 を 承 諾 い

た だ き ま し た ！



復 興 ア リ ー ナ エ リ ア

島 原 復 興 ア リ ー ナ

平 成 町 多 目 的 広 場

平 成 町 人 工 芝 グ ラ ウ ン ド

総 合 運 動 公 園 エ リ ア

島 原 市 営 陸 上 競 技 場

島 原 市 営 球 場

総 合 運 動 公 園 庭 球 場

霊 丘 公 園 エ リ ア

体 育 館 ・ 弓 道 場

温 水 プ ー ル

有 馬 武 道 館

屋 内 相 撲 場

霊 丘 公 園 庭 球 場

有 明 町 エ リ ア

有 明 プ ー ル

有 明 体 育 館

区 分 施 設 ・ 学 校 数

保 育 所 ・ 認 定 こ ど も 園 2 6

公 立 小 学 校 1 0

公 立 中 学 校 5

公 立 高 校 4

私 立 高 校 1

特 別 支 援 学 校 1

区 分 医 療 機 関 数

内 科 1 5

外 科 3

小 児 科 2

整 形 外 科 4

皮 膚 科 1

耳 鼻 科 1

眼 科 3

産 科 ・ 婦 人 科 3

泌 尿 器 科 2

精 神 科 4

歯 科 2 9

総 合 病 院 1

映 像 制 作 者 も お 墨 付 き

メ デ ィ ア で も 紹 介 ！  外 さ な い 絶 品 グ ル メ 暮 ら し に 便  利 な 施  設 ・ 制 度 が  充  実

か  ん  ざ  ら し

六 兵 衛

ガ ン バ 料 理

具 雑 煮

白 玉 粉 で 作 っ た 小 さ

な 団 子 を 、 島 原 の

湧 水 で 冷 や し 、 特 製

の 蜜 を か け た 島 原 ス

イ ー ツ 。 上 品 な 甘 さ

と 喉 越 し の 良 さ が 人

気 の 秘 密 。

サ ツ マ イ モ を 粉 末 に

し て 山 芋 を 入 れ 、 熱

湯 で こ ね て 、 う ど ん

状 に し た も の 。 見 た

目 は 太 麺 の そ ば の よ

う だ が 、 甘 味 が あ る

の が 特 徴 。

ガ ン バ は 島 原 地 方 の

方 言 で フ グ の こ と 。

秋 か ら 春 に か け て が

シ ー ズ ン で 、 「 湯 引

き 」 や 「 ガ ネ ダ キ 」

は ガ ン バ 料 理 を 代 表

す る 郷 土 料 理 。

「 ガ ン バ 」 「 ガ ネ 」 と

並 び 称 さ れ る 島 原 郷

土 料 理 。 山 の 幸 ・ 海

の 幸 が ふ ん だ ん に 盛

り 込 ま れ 、 豊 か な 島

原 の 産 物 の 集 大 成 と

も い え る 逸 品 。

0 9 5 7- 6 3- 4 6 1 0 　 島 原 市 白 土 桃 山 2- 1 0 9 3

1 9 1 5 （ 大 正  4 ） 年 創 業 の 元 祖 か

ん ざ ら し の 名 店 。 店 の 前 に は 「 浜

の 川 湧 水 」 が 湧 き 、 観 光 客 と 地

域 住 民 の 交 流 の 場 と し て 親 し ま

れ て い る 。

銀 水 　 浜 の 川 湧 水

ち ょ っ と 足 を 延 ば し て ②

こ こ で し か 撮 れ な い 、

島 原 市 の 雄 大 な 自 然 に

魅 了 さ れ ま し た 。

温 か い 地 元 の 人 も 、

画 に な る 風 景 も

素 晴 ら し い で す ！

映 画 『 今 は ち ょ っ と 、 つ い て な い だ け 』

監 督 ・ 柴 山 健 次 さ ん

島 原 市 で P R 動 画 を 撮 影

プ ロ デ ュ ー サ ー ・ 杣 俊 輔 さ ん

姫 松 屋  本 店 （ 具 雑 煮 ） 、 白 龍 （ 豚  骨  ラ  ー メ ン ） 、
平 成 新 山 、 島 原 温 泉  ホ テ ル 南 風 楼 、
H O T E L シ  ー  サ  イ ド  島  原

出  演 ： バ  ナ  ナ  マ  ン  ほ か

T B S 系 ： 毎  週  日  曜 1 9 時 ～ 放 送

バ ラ エ テ ィ ー 『 バ ナ ナ マ ン  の  せ っ か く グ ル メ !!』
登  場  し た  ス  ポ  ッ ト

紀 行 『 遠  く へ  行  き  た  い 』

日 本 テ レ ビ ： 毎 週 日 曜 　 6 時 3 0 分 ～ 放 送
読 売 テ レ ビ ： 毎 週 日 曜 　 7 時 0 0 分 ～ 放 送

銀 水 （ か ん ざ ら し ） 、 浜 の 川 湧 水 、
本 多 木 蝋 工 業 所  ほ か

登  場  し た  ス  ポ  ッ ト

教 育

ス ポ ー ツ

仕 事

交 通

医 療

保 育 施 設 ・ 小 ・ 中 ・ 高 校 が 充 実 。

な か で も 高 校 は 普 通 校 ・ 工 業

高 校 ・ 商 業 高 校 ・ 農 業 高 校 ・

私 立 高 校 が そ ろ う 。

屋 内 ・ 屋 外 の ス ポ ー ツ 施 設 が 豊 富 。

体 育 館 、 温 水 プ ー ル 、 弓 道 場 、 屋 内

相 撲 場 な ど 。 好 き な ス ポ ー ツ を 楽 し

も う ！

市 内 全 域 を 移 動 で き る コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 「 た し ろ 号 」 。 7  時 か ら  1 8  時

ま で  3 6 5  日 運 行 し 、 運 賃 は  1  回  2 0 0  円 。 希 望 の 時 間 と 乗 降 す る 停 留

所 を 伝 え 予 約 す る と 、 複 数 の 利 用 者 の 乗 り 合 い で 目 的 地 ま で 連 れ て 行 っ

て く れ る 。 島 原 市 で 暮 ら す 人 々 の “ 生 活 の 足 ” と し て 活 躍 中 だ 。

総 合 病 院 、 歯 科 、 皮 膚 科 、 小 児 科 、 産 婦 人 科 な ど 市 内 に は  6 8

か 所 の 病 院 が あ る 。 万 が 一 の 時 で も 安 心 だ 。

詳 し く は

Q R  コ ー ド か ら

島 原 復 興 ア リ ー ナ に は

「 サ ム ラ イ ブ ル ー

龍 馬 像 」 が ！

島 原 市 の 就 業 割 合

た し ろ 号 の 詳 細 は

こ ち ら

電 話 予 約 は

こ ち ら

市 内 の 運 動 施 設

市 民 の “ 生 活 の 足 ”
「 た し ろ 号 」 運 行 中 ！

ス ポ ー ツ で  仲  間 づ く り
気  分  も リ フ レ ッ シ ュ ！ ！

保 育 所 か ら 高 校 ま で
安 心 教 育

安 心 の 医 療 体 制

0 9 5 7- 6 2- 0 8 4 0

『 住 み よ さ ラ ン キ ン グ 2 0 2 3 』
※ １ 　 子 育 て し や す い 自 治 体  全 国 4 位 ！！ ※ ２

　 安 心 度  全 国 1 1 位 ！！

第 3 次 産 業 6 7 ％
医 療 ・ 福 祉 1 9 .7 ％
卸 売 ・ 小 売 1 4 .4 ％
宿 泊 ・ 飲 食 5 .3 ％

※ 1   （ 株 ） 東 洋 経 済 新 報 社 発 表 ， 都 市 デ ー タ パ ッ ク

 「 住 み よ さ ラ ン キ ン グ 2 0 2 3 」 （ 対 象 ： 全 国 8 1 2 市 区 ）

※ 2  医 療 体 制 、 子 育 て 世 帯 数 、 公 的 補 助 制 度 、 子 ど も の 安 全 確 保 ・ 遊 べ る 空 間 、   
 日 々 の 生 活 費 、 子 ど も 連 れ で の 買 い 物 な ど を 基 準 に ラ ン キ ン グ

第 1 次 産 業 1 4 .4 ％
農 業 1 3 ％
漁 業 ・ 林 業 1 .4 ％

第 2 次 産 業
1 8 .6 ％
製 造 業 9 .8 ％
建 設 業 8 .6 ％


